
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速 報 5 月号 NO.463  
Hiroshima Association of Medical Technologists 

一          一般社団法人広島県臨床検査技師会 

 

 

【お知らせ】2025 年度（R7）定期総会開催のお知らせ ............................................. 2 

【ご案内】第 17 回タスクシフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会（広島県）開催について ....... 3 

【ご案内】広島地区レクレーション ............................................................. 4 

【報告】  第 27 回 検査部長・技師長連絡会議／第 44 回 広島県臨床検査精度管理向上研修会 ......... 5 

【ご案内】研修会一覧 ......................................................................... 6 

【ご案内】広島臨床検査 学術論文投稿の案内 ................................................... 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX  082-502-6031 

発行日 令和 7（2025）年 4 月 30 日 発行 

日 

 

http://www.hiroringi.or.jp/


2 

 

【お知らせ】2025 年度（R7）定期総会開催のお知らせ 

 

 

 

 

 

下記のとおり、定期総会を開催いたします。ご出席いただけない場合は、電磁的方法で必ず議決権行使

を行ってください。  

広臨技ウエブサイトにて、出席、委任、議決権行使を受け付けます。詳しくは、総会資料をご確認くだ

さい。皆様のご協力をお願いします。 

 

【開催日時】 2025 年 6 月 14 日（土） 表彰式  15 時 00 分～15 時 30 分  

                   総 会  15 時 30 分～17 時 00 分  

                  （総会受付 14 時 30 分～15 時 30 分）  

【場  所】 広島市立広島市民病院 10F 講堂  

〒730-8518  広島市中区基町 7-33  TEL（082）221-229 
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【ご案内】第 17 回タスクシフト/シェアに関する 

厚生労働大臣指定講習会（広島県）開催について 

 
 

開催日時 令和 7年 6月 8 日（日）9:00～16:30（受付開始 8：30～） 

場所   広島市医師会看護専門学校 広島市西区観音本町 1丁目１番１号 

募集人数 72 名 

受講料  15,000 円 

参加資格 臨床検査技師免許取得者・Web を用いたオンデマンド方式での基礎研修 700 分修了者 

申込開始日 令和 7 年 4月 20 日（日）～令和 7年 5 月 28 日(水)又は定員になり次第終了 

 

申込方法 

1， 指定講習会の受講申し込みは「臨床検査技師タスクシフト/シェアの厚生労働大臣指定講習会の案内」

画面から「受講申込方法」の該当者欄を確認し「講習会に参加を申し込む」をクリックして参加申

し込みをして下さい。 

2， 指定講習会受講申し込みは、全てホームページ上で行いますので、必ず日臨技から届く返信メール

を確認し、必要な手続きを行って下さい。 

3， 「クレジットカード決済」「払込票方式決済（コンビニまたは郵便局）」どちらも実技研修開催日の

10 日前までです。申し込み後、受講料の振り込みの完了が確認されない場合、講習会に参加できま

せん。 

振込票方式決済は日数がかかりますので、早めの申し込みをお願いいたします。 

4， 指定講習会当日は、必ず受講票を各自印刷の上、必ず写真を貼付しご持参ください。 

5， 指定講習会の講義順序や時間なども変更となる可能性があります。 

6， 駐車場は、会場隣にあります。（無料） 

7， 会場の広島市医師会看護専門学校への問い合わせはご遠慮ください。問合せは実務担当責任者まで

ご連絡ください。 

 

一般社団法人 広島県臨床検査技師会 

実務担当責任者 森田益子 

〒730-0013 広島市中区八丁堀６－１０ グレイスビル 801 号  

電話番号： 082-502-6011  FAX： 082-502-6031 

 

 

 



4 

 

【ご案内】広島地区レクレーション 

 
 

今年度も広島地区レクリエーションを開催致します。今年は久しぶりのカープ観戦になります。サッカ

ー観戦が続き、野球観戦をしたいという気持ちがうずいているのではないでしょうか。今年は少しリッ

チな席から応援してみませんか。カープを応援するとともに、会員相互の親睦と意見交換を目的に行い

ます。奮ってご参加いただきますよう、ご案内いたします。 

 

【日時】2025 年 7月 17 日（木）18：00 試合開始 横浜ベイスターズ戦 

  

【開催場所】 Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島 

【席種】  ラグジュアリーフロア 

【対象者】 広島地区会員（旧西部地区含む）、賛助会員 

【参加費】 （食事込み） 

広島地区会員 8000 円 補助あり(飲食補助含)  賛助会員 9600 円 

飲み物は各自でお願いします。 

【申込期間】2025 年 5月 12 日（月）12：00 ～ 6 月 20 日（金）12：00 

      ※先着順となりますので、あらかじめご了承ください。 

       定員になり次第、締め切らせていただきます。 

【申込み先】広臨技ホームページ、イベントカレンダーより事前登録してください。 

【募集人数】60 名 

【注意事項】・広島地区（旧西部地区を含む）の方は必ず会員番号の入力をお願いいたします。 

入力がない申込者には助成がありません。 

・チケット配布、集合時間、集合場所等の詳細については別途参加者にお知らせします。 

 

問い合わせ先：広臨技理事 塔村亜貴（広島赤十字・原爆病院） 

メールアドレス：acchafun1101@gmail.com 
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【報告】  第 27 回 検査部長・技師長連絡会議 

第 44 回 広島県臨床検査精度管理向上研修会 

令和 7 年 3 月 16 日（日）、第 27 回検査部

長・技師長連絡会議ならびに第 44 回広島県臨

床検査精度管理向上研修会が広島県医師会館と

Zoom のハイブリッドにて開催されました。 

 向上研修会に先立ち開催された連絡会議では、

「パニック値の運用について」をテーマにマツ

ダ（株）マツダ病院 石原 直樹技師、KKR 吉

島病院 室 暢彰技師、広島赤十字・原爆病院 

岡山 翼技師、広島市立広島市民病院 佐々木 

富美江技師が発表されました。パニック値運用

開始後にアンケート調査の実施やシステムを活

用したパニック値設定等、各病院様々な対応を

紹介いただきました。パニック値は迅速かつ確

実に報告することが重要ですが、どの病院も

様々な葛藤を抱えながら報告対応等を行ってお

り、今後も適宜見直しの必要性があることを述

べられました。 

臨床検査精度管理向上研修会では、広島県医

師会副会長の岩崎 泰政先生より開会の挨拶後、

成績優秀施設の表彰、協力施設への感謝状授与

が執り行われました。その後、第 52 回精度管

理調査結果の評価・解説がありました。評価・

解説の主な事項は、血液部門での単位間違いに

よる D 評価が減少せず、引き続き注意を促して

いました。また、輸血部門では、Rh 血液型検

査でコントロール未実施により C 評価となった

施設が昨年度と比較し減少しましたが、誤入力

と推察される回答が見られたため、ダブルチェ

ック等の対策を呼びかけていました。 

詳細な報告資料は日臨技ホームページの

JAMTQC に掲載されていますので、ご参照く

ださい。 

 引き続いて行われた特別講演では、広島大学

病院 ゲノム医療センター・遺伝子診療科 教

授 檜井 孝夫先生により、「広島県におけるが

んゲノム医療の現況と課題」について講演して

いただきました。 

はじめに、がん関連遺伝子の基礎についてご

説明いただき、次いでがんゲノム解析と次世代

シークエンサー、がんゲノム医療の現状と課題、

広島大学病院における検査精度管理向上のため

の取り組み、Real World Data から提案する

CGP 検査選択のコツについて基礎から最新の情

報まで幅広くお話いただきました。 

がんゲノム解析により、治療方針の決定のみ

ならず、遺伝性腫瘍に対して血縁者のフォロー

も行っており、その活躍は多岐に渡るものでし

た。遺伝情報を基にがん検診による早期発見や

予防行動を推進し、がんによる死亡を防ぐ試み

について述べられ講演を終了しました。 

（広報部 黒島 知子） 



6 

 

【ご案内】研修会一覧 

 
 

◎第１回 呉地区細胞診研修会 

【日時】2025 年 5月 14 日（水）18:00～21:00 

【会場】呉医療センター・中国がんセンター 病理診断科 

【内容】18：00～19：00 各症例標本の鏡検 

19：00～19：30 胸水細胞診の 1 例              藤澤宏樹（呉医療センター） 

19：30～20：00 膵腫瘍ＦＮＡの 1 例             菅亜里紗（呉医療センター） 

20：00～20：30 子宮頸部細胞診の精度管理について       服部勝彦（呉医療センター） 

20：30～21：00 再鏡検、意見交換会 

 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/呉地区細胞診/ 

 

◎第 1回 東部地区生理部門研修会 

【日時】2025 年 5月 21 日（水）18：30～20：00 

【会場】Web 研修会（Web 配信元：中国中央病院） 

【内容】18：30～20：00 血圧脈波検査～知っておきたい検査手技、結果解釈のポイント～ 

 松田浩明 技師（公立学校共済組合 中国中央病院） 

 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第 1 回東部地区臨床生理部門研修会/ 

 

◎第 1回 臨床血液部門研修会 

【日時】2025 年 5月 24 日（土）14：00～16：30 

【会場】広島市立広島市民病院 10 階講堂 

【内容】14：00～14：10 令和 6年度血算部門解説（広島県臨床検査精度管理調査）                         

                     塔村 亜貴 広島赤十字・原爆病院  

14：10～14：40 令和 6年度血液フォトサーベイ解説（広島県臨床検査精度管理調査） 

                河野 浩善 広島市立北部医療センター安佐市民病院 

14：50～15：05 第 22回認定血液検査技師試験受験に向けて私が取り組んだこと 

                坂野 泰恵 広島市立北部医療センター安佐市民病院 

    15：05～15：20 認定血液検査技師試験を受験して 

                    森﨑 敬祐 呉共済病院 

 15：30～16：30 20 代で知っておきたい 知識を活かすもう一つのスキル 

                    松本 淳子 呉共済病院  

 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第 1 回臨床血液部門研修会 

https://hiroringi.or.jp/events/event/呉地区細胞診/
https://hiroringi.or.jp/events/event/第1回東部地区臨床生理部門研修会/
https://hiroringi.or.jp/events/event/17641/
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◎第 1回 東部地区臨床微生物部門・臨床一般部門 合同研修会 

     ～寄生虫感染症の基礎と検査法～ 

【日時】2025 年 6月 7日（土）15:00～17:00  

【会場】寺岡記念病院 カンファランスルーム 現地＋Web 開催（ハイブリッド開催） 

【内容】15：00～16：30（現地＋Web） 寄生虫感染症の基礎と検査法 

もう一度、振り返ってみよう寄生虫検査 

講師：板羽 秀之 先生（呉市医師会看護学校） 

16：30～17：00        寄生虫検査 実習（現地のみ） 

講師：板羽 秀之 先生（呉市医師会看護学校） 

【注意】 実習は現地会場参加者のみとなっております。 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第 1 回東部地区臨床微生物部門・臨床一般部門合同/ 

 

◎第 1 回 呉地区血液研修会 

【日時】2025 年 6 月 20 日 (金) 18：30 ～ 20：00 

【会場】中国労災病院 8 階 多目的ホール 

【内容】18：30～19：15 最初に押さえたい!血液検査の基本とポイント!! 

九十歩 瞳：呉医療センター 

19：15～20：00 凝固疾患症例検討 

木村 充：中国労災病院 

 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第 1 回呉地区血液研修会-2/ 

 

◎第１回 北部地区研修会 

【日時】2025 年 6月 21 日（土）14：30～17：00 

【会場】三次ワイナリー 研修室 

【内容】14：30～15：30 「CGM がもたらす最新の糖尿病管理～AGP・TIR～」 

    アボットジャパン合同会社 ダイアベティスケア事業部 後藤 佑太 先生 

    15：40～16：40 「臨床検査とシステム～システム変更に備えて～」 

    シスメックス CNA 株式会社  穴井 智也 先生 

 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第１回北部地区研修会 

 

 

 

 

 

https://hiroringi.or.jp/events/event/第1回東部地区臨床微生物部門・臨床一般部門合同/
https://hiroringi.or.jp/events/event/第1回呉地区血液研修会-2/
https://hiroringi.or.jp/events/event/%e7%ac%ac1%e5%9b%9e%e5%8c%97%e9%83%a8%e5%9c%b0%e5%8c%ba%e7%a0%94%e4%bf%ae%e4%bc%9a/
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◎第１回 病理細胞部門研修会 

～がんゲノム医療～ 

【日時】2025 年 7月 5日（土）13:00～16：20 

【会場】広島大学病院 臨床管理棟 3階 大会議室 

【内容】13:00～14:00「広島県におけるがんゲノム医療の現況と課題 

           〜がんのゲノム診療に必要な臨床検査技師の基礎知識〜」  

                    檜井 孝夫 先生 広島大学病院 

14:10～15:10「病理検体を用いた遺伝子関連検査とがんゲノム医療  

                        ― 進化する病理技師の役割」 

                    永谷 たみ 技師 姫路赤十字病院 

15:20～16:20「がんゲノム医療 結果にコミットする病理検査室を目指して」 

                                                            和仁 洋治 先生 姫路赤十字病院 

【リンク先】https://hiroringi.or.jp/events/event/第１回病理細胞部門研修会 

 

◎第１回 臨床一般部門研修会 

       ～臨床へ付加価値のある報告の実施を目指そう～ 

【日時】2025 年 7月 26 日（土） 14：00～17：00（受付開始 13：30～） 

【会場】広島大学病院 医学部臨床講義棟 1F 第 4講義室 

【内容】14：00～14：20 2024 年度広島県臨床検査精度管理報告会 ～一般検査部門～ 

          渡邊 隆徳 技師 広島市立北部医療センター安佐市民病院 

14：20～15：10 腎機能障害に関する Q&A 

                              金並 真吾 先生 愛媛大学医学部附属病院 

15：10～15：20 【休憩】 

15：20～16：00 各施設のアドバイスサービス事例について 

                            森崎 敬祐  技師 呉共済病院 

          岩田 英里子 技師 広島市立広島市民病院 

          徳永 裕介  技師 広島赤十字・原爆病院 

16：00～17：00 一般検査からの発信 ～臨床へ付加価値のある報告を行うためには？～ 

          堀田 真希 先生 西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院 

【生涯教育点数】専門 20点 

【申込み方法】  現地受付（当日は会員証をご持参ください） 

【問い合わせ先】徳永 裕介 広島赤十字・原爆病院 yu.toku.1114@gmail.com 

 

 

 

https://hiroringi.or.jp/events/event/2025%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e3%80%80%e7%97%85%e7%90%86%e7%b4%b0%e8%83%9e%e9%83%a8%e9%96%80%e7%a0%94%e4%bf%ae%e4%bc%9a/
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【ご案内】広島臨床検査 学術論文投稿の案内 

 

 

 

 ■申し込み締め切り：令和 7 年 5 月 9 日（金）必着  

「広島臨床検査」投稿規定 

（広臨技HP / 広島臨床検査Vol.13 に記載）を熟読していただき， 

「投稿承諾書」「誓約書・同意書」および「利益相反申告書」を事務所あてに郵送してください。

広臨技HPより，各種様式やテンプレートをダウンロードできます。  

（連絡用電子メールアカウントを間違いないように記入してください。）  

※ 受付後、編集委員会から原稿の送付方法，送付先をメールにてご案内します。  

■データ送付締め切り：令和 7 年 5 月 23 日（金）必着  

Word入力体裁テンプレート2010  

※ 本文はWord（横書き、行数と字数は標準設定）、表・図はJPEG形式を基本とします。Word入力

体裁テンプレート2010 ［H-template_word2010］を使用し定型での提出をお願いします。テンプレ

ートは広臨技HPよりダウンロードできます。  

 

《論文申込送付先》 

一般社団法人広島県臨床検査技師会 事務所  

郵便番号 730-0013  

住所 広島市中区八丁堀6-10 グレイスビル８０１  

連絡先FAX 082-502-6031（事務所）  

メールアドレス : hamt_jimu@hiroringi.or.jp 

 

 

広島臨床検査  

The Hiroshima Journal of Medical Laboratory Technol-

ogy 

◆学術論文投稿の案内 

mailto:hamt_jimu@hiroringi.or.jp
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●執筆に際して・・・  

一般社団法人広島県臨床検査技師会は、当会会誌としてISSN登録を行い学術誌「広島臨床検査」を発刊

しており、インターネット文献検索「メディカル･オンライン」、「医学中央雑誌」にも登録されてい

ます。  

 

●●●●●● ご不明な点などは学術誌編集委員会までお問い合わせください。 ●●●●●● 

問い合わせメールアドレス hjmlt@hiroringi.or.jp 

（一般社団法人広島県臨床検査技師会 学術誌編集委員会） 

 

 

    

 

 

 

広報部連絡・専用 E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp＞ 

次号速報の原稿〆切は 5 月 15 日です 



 

 

 

一般社団法人広島県臨床検査技師会 

令和７年度 

定期総会資料 

 

目 次 

議 案 

第１号議案 令和６年度事業報告・・・・・・・・・ 1 

第２号議案 令和６年度決算報告・・・・・・・・・ 11 

第３号議案 令和６年度監査報告・・・・・・・・・ 19 

第４号議案 令和７年度事業方針案・・・・・・・・ 20 

第５号議案 令和７年度予算案・・・・・・・・・・ 25 

第６号議案 その他・・・・・・・・・・・・・・・  

 

 



- 1 - 

 

第１号議案 令和６年度事業報告 

＜総括＞ 

コロナ禍も一定の落ち着きを見たことから必要に応じた現地開催、また迅速性や利便性の良い Web やハ

イブリッド方式も上手く活用し、2024 年度（令和 6 年度）の事業をすべて執行できましたことに御礼申

し上げます。 

学術団体・職能団体としての事業を推進し、2025 年 1 月 26 日に東広島市において広島県医学検査学会

を開催した。 

学術誌「広島臨床検査 Vol.13」を発刊するなど会員の業績を支援し、医療人としての人材育成に努めた。

チーム医療活動に積極的に参加していく臨床検査技師を育成していくために「リーダー育成講習会」を

開催し、地域、施設の中核となる技師の育成を目指した。 

臨床検査技師の社会的認知度向上ならびに公益活動として「検査と健康展」、自治体や他団体と協力し開

催したレッドリボンキャンペーン、広島県からの委託事業としてエイズ日曜検査などを実施した。また、

厚労省からの委託事業として令和 3 年から開始したタスクシフト・シェア講習会を継続して実施し、県

民の医療および公衆衛生の向上に貢献した。第44回精度管理向上研修会をハイブリッド方式にて開催し、

検査データの標準化、共有化を推進した。 

広島県と災害発生に備えた「広島県災害時公衆衛生チームの協力」に関する協定書を締結した。 

 

＜事務局＞ 

１） 事務局体制の維持と管理 

・事務局運営規定に則り業務を遂行した。 

・日臨技総合情報システム（JAMTIS）を利用し、会員情報の維持・管理を行った。 

・ウエブサイトや広臨技通信を利用し、新着情報その他各種情報の即時発信に努めた。 

２） 技師会活動の連携体制を維持 

・各部の円滑な運営に協力するとともに、日臨技と連携を図り共同事業の円滑な開催を支援した。 

３） 行政・日臨技と連携した医療体制の周知と対応 

・広島県医務課や日臨技からの連絡に対し、関係部署や会員へ情報の周知を行った。 

・「広島県災害時公衆衛生チームへの協力」に関する協定書を締結した。 

４） 常務理事会および理事会の開催 

・常務理事会 12 回、理事会４回を開催した。 

５） 定期総会の開催 

・定款の規定に基づき令和６年 6 月 15 日に広島市民病院において開催した。 

・事務作業の効率化のために、電磁的方法による議決権行使を行った。 

６） 新春祝賀会の開催 

・会員・賛助会員と役員の親睦と情報交換を目的とし 令和 7 年 1 月 11 日にオリエンタルホテル広島にて

開催した。（参加人数 109 名） 

７） 情報システムの管理と情報発信 

・情報システム委員会を中心に関係部署と協力しながら、Nextcloud を使用した文書及びデータの保存

を推進し、機密性・安全性強化を図った。 
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・広臨技通信を用い会員に向け積極的に情報発信を行った。 

８） 事務所の管理 

・グレイスビルの老朽化に伴う事務所維持問題を継続し検討している（継続課題）。 

・事務所所有者にかかる損害賠償責任の対策や事務所財産の保全処置を図った。 

 

＜学術部＞ 

１） 各部門の活動 

全部門で現地開催と WEB 利用のバランスを考慮しつつ研修会を複数回開催し、多くの会員の参加を得るこ

とができた。（資料 1） 

第 42 回広島県医学検査学会（令和 7 年 1 月 26 日）を東広島地区より現地開催にて実施した（参加者数：現

地 180 名、賛助会員 32 名、学生 3 名、計 215 名）。 

２） 生涯教育講座の開催 

生涯教育委員会を中心に WEB 開催として年 4 回、ライブ配信とオンデマンド配信を組み合わせて開催し

た。講座ごとの参加登録制とし、会員の参加機会の向上に寄与した。（資料２） 

３） 精度管理事業 

精度管理委員会を中心に広島県医師会共催のもと事業を実施した。本年度も例年同様に試料配布により結果

の収集と解析を支援した。令和 7 年 3 月 16 日、第 44 回広島県臨床検査精度管理向上研修会を広島県医師会

館よりハイブリッド開催にて実施（参加者数：現地 40 名、WEB：238 名、計 278 名）、学術部として実務

を支援した。（資料３） 

４）会員の業績向上への支援 

学術誌編集委員会により例年のスケジュールに合わせ、学術誌「広島臨床検査」を発刊した。査読委員、編

集委員の活動および広報部と連携して 2024 年第 13 号を 2024 年 12 月 1 日に発行した。その他、学会発表、

論文投稿を支援し 2025 年度発刊に向けて始動している。 

 

学術部門 資料 1 

【臨床血液部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/6/1 血液部門精度管理報告会・第 1 回血液研修会 47 

2024/10/5 認定血液検査技師取得に向けた講習会 24 

2024/12/7 血液鏡検実習 末梢血編 60 

2025/2/8 血液鏡検実習 骨髄編 44 

 

【臨床一般部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/6 第 1 回臨床一般部門研修会 名匠から上皮細胞の鑑別ポイントを学

ぼう 

74 

2024/9/7 第 2 回臨床一般部門研修会 50 
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2025/2/15 第 3 回臨床一般部門研修会 尿検査から腎疾患を推測するポイント

を伝授、恒例スライドカンファレンス 

55 

 

【染色体・遺伝子部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/12/20 第 1 回遺伝子検査研修会 新型コロナ感染症パンデミックからの経

験【WEB】 

29 

2025/2/15 第２回遺伝子検査研修会 リアルタイム PCR 実習 18 

 

【病理細胞部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/20 第 1 回病理細胞部門研修会 精度管理報告、人材育成【WEB】 45 

2024/12/8 第 2 回病理細胞研修会 病理検査室の ISO15189 について学ぼう 39 

 

【生物化学分析部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/8/28 第 1 回生物化学分析部門研修会 精度管理の基礎【WEB】 89 

2024/12/5 第 2 回生物化学分析部門研修会 災害対策とドライケミストリー

【WEB】 

48 

2025/1/30 第 3 回生物化学分析部門研修会 自動分析装置の基礎について

【WEB】 

71 

 

【臨床微生物部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/13 日常業務の質を上げる！第 1 回臨床微生物部門研修会 42 

2024/12/21 臨床に役立つ検査を目指して 第 2 回臨床微生物部門研修会 26 

2025/2/12 微生物部門員の日常 自施設で遭遇した興味深い症例集【WEB】 57 

 

【臨床生理部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/11/30 肺機能検査を学ぼう！（第 1 回生理検査部門研修会） 124 

2025/2/8 脳神経検査を学ぼう！（第２回生理検査部門研修会）【WEB】 79 

 

【輸血細胞療法部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/27 第 1 回輸血検査研修会 広島県精度管理報告と血液センターからの

情報提供【WEB】 

107 

2025/2/22 第 2 回輸血検査研修会 不規則抗体検査＆恒例企画【WEB】 82 
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【臨床検査総合部門】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/8/18 総合管理部門 次世代リーダー育成研修会①（＊事前登録制） 30 

2024/9/8 総合管理部門 次世代リーダー育成研修会②（＊事前登録制） 27 

2024/10/20 総合管理部門 次世代リーダー育成研修会③（＊事前登録制） 27 

 

学術部門 資料 2 

【生涯教育委員会】 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/11 VR を用いた小児治療ーVR はたらく細胞プロジェクト【WEB ライ

ブ】 
127 

2024/7/18 VR を用いた小児治療ーVR はたらく細胞プロジェクト【オンデマ

ンド】 

2024/9/12 外国語としての日本語【WEBライブ】 
119 

2024/9/19 外国語としての日本語【オンデマンド】 

2024/11/25 そのお話は誰のため？～人に伝える力～【WEBライブ】 
105 

2024/12/2 そのお話は誰のため？～人に伝える力～【オンデマンド】 

2025/1/9 DMAT について～被災地での活動を通じて～【WEBライブ】 
88 

2025/1/16 DMAT について～被災地での活動を通じて～【オンデマンド】 

 

学術部門 資料 3 

【精度管理委員会】 

開催日 事業名 参加人数 

2025/3/16 
令和 6 年度 第 44 回広島県臨床検査精度管理向上研修会【ハイブ

リッド】 

278 

 

＜経理部＞ 

掲載資料に基づき概要を報告する。尚、財務諸表は公認会計士の指導のもと作成した。 

１）貸借対照表 

広島県臨床検査技師会の令和 7 年３月 31 日現在の財政状態を表している。保有している『資

産』、今後支払う義務のあるものや翌年度分の会費の前受などの『負債』、資産から負債を差し引

いた純財産である『正味財産』を表している。 

資産合計は 5946 万 7857 円、負債合計は 42 万 3811 円となり、正味財産合計は 5904 万 4046 円と

なった。 

２）正味財産増減計算書 

広島県臨床検査技師会の正味財産（資産から負債を控除したもの）の令和６年度中の増減を示した

計算書である。 
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当期の一般正味財産の経常収益計は 2157 万 6959 円、経常費用計は 1847 万 3446 円であった。こ

の結果、当期の経常増減額は 310 万 3513 円のプラスとなり、これに一般正味財産期首残高 5594

万 533 円を合計して正味財産期末残高は 5904 万 4046 円となった。 

３）正味財産増減計算書内訳表 

正味財産増減計算書の事業別の内訳を示す。 

４）財務諸表に対する注記 

財務諸表についての追加説明が記載されている。 

５）財産目録 

広島県臨床検査技師会が令和７年３月 31 日現在において保有する全ての財産の内訳を記載した目

録で、会計基準に則って記載している。 

６）収支計算書 

令和６年度のすべての収入、支出の明細表であり、予算と対比することにより、予算の執行状況を

明らかにする書類であり、法人としての一年間の活動等を数字で表したものである。 

事業活動収入計は 2157 万 6959 円、事業活動支出計は 1838 万 8285 円であり、事業活動収支差額

は 318 万 8674 円のプラスとなった。 

事業活動収入 2157 万 6959 円の内訳は 

① 会費収入は 1518 万 8000 円、その内訳は、正会員会費収入 1332 万 1000 円、県会員会費収入 

7000 円、賛助会員会費収入 186 万円であった。前年比較で 6 万 9000 円の減収であった。 

② 事業収入は 490 万 6171 円、その内訳は 

公益受託事業収入 279 万 6488 円、広島県医学検査学会事業収入 33 万 4500 円、学術事業研修

会収入 10 万 7183 円、組織運営事業収入 12 万円、広報事業会誌発行収入 36 万円、表彰・祝賀

会事業収入 118 万 8000 円であった。 

③ 補助金等収入は 145 万 9000 円、その内容は日臨技公益事業助成金、日臨技研修助成金等であ  

 った。 

事業活動収入計は前期比較で 40 万 227 円の増収、予算比で 113 万 3541 円の減収となった。 

 

事業活動支出 1838 万 8285 円の内訳は 

① 事業費支出は公益受託事業費支出 411 万 1903 円、広島県医学検査学会事業費支出 98 万 9015  

 円、学術事業費支出 285 万 7574 円、生涯教育事業費支出 10 万 9056 円、組織運営事業費支出 

99 万 9471 円、広報事業費支出 147 万 938 円、表彰・祝賀会事業費支出 194 万 432 円であっ 

た。 

② 管理費支出（法人会計）は 590 万 9896 円となった。 

事業活動支出計は前期比較で 149 万 5755 円の増、予算比で 544 万 5715 円の減となった。 

この他、特定資産への繰入を 100 万 7039 円行った結果、当期収支差額は 218 万 1635 円のプ

ラスとなり、前期繰越収支差額 2863 万 3895 円と合計して、次期繰越収支差額は 3081 万

5530 円となった。 
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＜渉外・法規部＞ 

１） 公益事業の開催 

・「ピンクリボンキャンペーン」 

9 月 8 日（日）マツダスタジアムにて活動した。 

乳腺疾患患者会（4 団体）、広島県看護協会、薬剤師会、診療放射線技師会、広島県、広島市ととも

に、当会より臨床検査技師２名が参加し、リーフレット等を配布した。 

・全国「検査と健康展」 

広く国民へ臨床検査に関する正しい知識の普及、啓発に向けた取り組みを目的として開催した。 

10 月 26 日（土）紙屋町シャレオ中央広場にて実施した。 

当会の会員ボランティア 45 名が参加し、日本臨床検査専門医会より医師 1 名の派遣を受けた。 

来場者は約 350 名（パンフレット配布数 300 部）、骨密度検査 233 名、簡易血糖測定 277 名、簡易

貧血検査 267 名、認知症スクリーニング 194 名の検査を実施し、医師による健康相談は 29 件であっ

た。 

・「レッドリボンキャンペーン」 

12 月 7 日（土）広島県、広島市、NPO 法人りょうちゃんずとともに活動した。 

イベント会場：アリスガーデンとその付近にてリーフレット配布や無料検査案内をした。 

検査会場：あおぞら健診・内科クリニックにおいて採血と検査を実施した。 

当会より 17 名のボランティアと、学生ボランティア 19 名が参加した。 

２） 各種表彰について 

・第 44 回「福見秀雄賞」について、水野 誠士氏を推薦し、受賞が決定した。（公式発表 3 月 31 日） 

・会員表彰審査委員会を 2 月 28 日(金)に開催し、令和 6 年度広臨技表彰の学術業績者表彰に津田 真莉 

子技師・喜友名 ルカ技師・柿本 麻衣技師、学術奨励賞表彰に小林 剛技師、功労者表彰に尾田 三世

技師、永年職務奨励者表彰に 34 名、特別表彰に高田 愛技師・富田 美保技師を推薦した。 

令和６年度広臨技表彰受賞者は後述する。 

３） 無料職業紹介事業  

・臨床検査技師の求人情報（29 件：令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月）を広臨技ウエブサイトに公開し

た。    

４） 広島県エイズ日曜検査事業および相談事業（広島県からの委託事業） 

・エイズ日曜検査事業 

毎月第 3 日曜日（6・12 月は第 1・3 日曜日）に県立広島病院において、合計 14 回の無料検査事業を

行った。医師 14 名、看護師のべ 14 名、臨床検査技師のべ 28 名が従事した。検査件数は以下に示

す。 

・エイズ日曜相談事業 

毎週日曜日 9 時から 16 時まで相談員による電話での無料相談事業を合計 52 回行った。相談員の増員

を図り、研修期間は３ヵ月間（4 月～６月）の実習を経て、７月から２名体制で相談員（８名）が交

代で対応した。相談件数を以下に示す。 
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日曜検査 実施件数            日曜相談 実施件数 

  男 女 合計    第 1 週 第 2 週 第 3 週 第 4 週 第 5 週 合計 

2024/04/21 2 0 2  4 月 5 3 5 5   18 

2024/05/19 3 0 3  5 月 6 7 9 6   28 

2024/06/02 3 0 3  6 月 8 3 2 1 2 16 

2024/06/16 3 0 3  7 月 5 3 4 3   15 

2024/07/21 3 0 3  8 月 2 7 4 4   17 

2024/08/18 1 0 1  9 月 6 4 10 2 6 28 

2024/09/15 3 1 4  10 月 5 7 5 3   20 

2024/10/20 1 0 1  11 月 5 6 8 0   19 

2024/11/17 7 1 8  12 月 2 3 3 3 2 13 

2024/12/01 2 0 2  1 月 1 4 4 3   12 

2024/12/15 3 1 4  2 月 3 3 5 5   16 

2025/01/19 4 1 5  3 月 1 8 9 7 2 27 

2025/02/16 3 1 4  合計 229 

2025/03/16 4 0 4          

合計 42 5 47         

 

【令和 6 年度の受賞者】※敬称略 

Ⅰ．学術業績者表彰  津田 真莉子（中国労災病院）  

           喜友名 ルカ（広島大学病院）            

        柿本 麻衣（福山市民病院）  

Ⅱ．学術奨励賞表彰  小林 剛（放射線影響研究所）                                      

Ⅲ．功労者表彰        尾田 三世（山陽女子短期大学）  

Ⅳ．永年職務精励者表彰（34 名） 

  氏名 勤務先 

1 長田 怜子 株式会社 福山臨床検査センター 

2 丸岡 博美 広島市医師会臨床検査センター 

3 箱﨑 亜希子   

4 細田 ゆかり 公益財団法人広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター 

5 高木 伸治 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院 

6 西岡 基公子 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院 

7 大盛 美紀 広島大学病院 

8 伴野 ルミ   

9 木村 公重 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院 

10 兼山 加代子 東広島地区医師会臨床検査センター 

11 永井 昌代 株式会社 福山臨床検査センター 
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12 中島 静 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立舟入市民病院 

13 市田 珠美 公立下蒲刈病院 

14 小寺 恭子 社会医療法人 社団陽正会 寺岡記念病院 臨床検査室 

15 梶田 奈保子   

16 青木 あゆみ 西広島リハビリテーション病院 

17 青木 章乃 厚生連吉田総合病院 

18 田中 理重 広島中央健診所 

19 関藤 真由美 地方独立行政法人 広島市立病院機構  広島市立北部医療センター安佐市民病院 

20 日浦 未幸 独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター 

21 黒杭 美香   

22 馬上 可奈子   

23 束田 美加 社会医療法人 里仁会 興生総合病院 臨床検査科 

24 本田 智洋 厚生連広島総合病院 

25 田村 恵子 公益財団法人広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター 

26 中間 由起子 公益財団法人広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター 

27 福山 千賀 公益財団法人広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター 

28 小田 康英   

29 富澤 恵子   

30 岡田 千波 日本赤十字社 中四国ブロック血液センター 

31 甲斐 みゆき 医療法人仁和会 児玉病院 臨床検査科 

32 中川 千恵美 医療法人新和会 三次病院 

33 勝丸 麻子   

34 澄川 直美 島谷病院 

 

Ⅴ．特別表彰     高田 愛（厚生連広島総合病院） 

           富田 美保（福山市医師会健康支援センター） 

 

＜組織調査部＞ 

１）地区活動 

各地区において地区理事を中心に研修会や学会を開催（現地および Web）、またレクリエーションや 

交流会を実施した。（各地区理事報告を参照） 

２）組織強化 

・新入会員オリエンテーションを開催（東部地区以外：9 月 15 日、東部地区：9 月 1 日）し、技師会へ 

の意識向上を図った。参加者数は、東部地区以外：53 名(新入会員 31 名)、東部地区：44 名(新入会員

13 名)だった。 

・経験年数 10 年から 20 年の会員を対象に「広島県リーダー育成研修会：第 3 回」を開催。参加 

者 12 名で開催した。 
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・第 42 回広島県医学検査学会（東広島地区）において「会員のための情報交換会」集まれ広臨技を開催。 

『共に語り、共に築く臨床検査の道』として日本臨床衛生検査技師会 横地常広会長にご講演いただい

た。141 名（会員 120 名、賛助会員 21 名）の参加があった。 

３）会員管理（令和 6 年度末会員数）： 

正会員数 1871 名（継続会員 1781 名 新・再入会員 93 名 退会 86 名） 

県会員 1 名 名誉会員 3 名 賛助会員 61 社  

 

（各地区理事報告） 

1. 広島地区 

開催日 事業名 参加人数 

2024/9/22 広島地区レクレーション サンフレッチェ広島サッカー観戦 30 

 

2. 呉地区 

開催日 事業名 参加人数 

2024/5/24 第 1 回呉地区血液研修会（現地開催） 17 

2024/7/10 第 1 回呉地区細胞診研修会（現地開催） 10 

2024/7/20 第 16 回呉地区栄養サポート研究会（現地開催） 2 

2024/9/6 第 2 回呉地区血液研修会（現地開催） 26 

2024/11/13 第 2 回呉地区細胞診研修会（現地開催） 12 

2025/1/24 第 3 回呉地区血液研修会（現地開催） 16 

 

3. 東部地区 

開催日 事業名 参加人数 

2024/5/25 第 1 回 東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 57 

2024/6/6 第 1 回東部地区臨床微生物部門研修会（Web 開催） 46 

2024/6/19 第 2 回東部地区臨生理部門研修会（Web 開催） 65 

2024/7/13 第 3 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 46 

2024/8/24 第 1 回東部地区臨床一般検査部門研修会(Web 開催) 47 

2024/9/1 東部地区新入会員オリエンテーション(現地開催) 44(内新入会

員 13) 

2024/9/1 広島県精度管理報告会（現地開催） 64 

2024/9/12 第 4 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 61 

2024/9/18 第 1 回東部地区生物化学分析部門研修会（Web 開催） 60 

2024/9/19 第 2 回東部地区臨床微生物部門研修会（Web 開催） 38 

2024/9/28 第 23 回東部地区学会(現地開催) 77 

2024/10/19 第 5 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 92 

2024/11/10 第 28 回福山医学祭（現地開催） 29 
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2024/11/27 第 6 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 89 

2024/12/7 第 3 回東部地区臨床微生物部門研修会（現地開催） 33 

2024/12/14 第 2 回東部地区臨床一般部門研修会（Web 開催） 53 

2024/12/19 第 1 回東部地区臨床血液部門研修会（Web 開催） 39 

2025/1/18 第 7 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 99 

2025/2/1 第 8 回東部地区臨床生理部門研修会（Web 開催） 93 

 

4. 東広島地区 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/29 新装置 HLC-723GR01 における異常ヘモグロビン対応 17 

2024/11/3 東広島健康福祉まつり ８ 

2025/1/26 第 42 回広島県医学検査学会 216 

 

5. 北部地区 

開催日 事業名 参加人数 

2024/7/6 第１回 北部地区研修会（現地開催） 24 

2024/10/5 第 2 回 北部地区研修会（現地開催） 25 

2024/12/7 第 3 回 北部地区研修会（現地開催） 9 

2025/2/1 第 4 回 北部地区研修会（現地開催） 15 

 

 

＜広報部＞ 

１）速報の発行 

・速報 No.450～461 号の PDF 版を計 12 回を発行し、公益事業を含む事業報告、理事会報告、学会・

研修会等のお知らせを掲載し広臨技 Web サイト、広臨技通信で会員および賛助会員へ情報発信した。 

２）学術誌「広島臨床検査」の発刊 

・学術誌編集において広告募集を支援し、「広島臨床検査 Vol.13」を令和 6 年 12 月に発行した。 

３）会報の発行 

・会報 Vol.54 No.1 として、第 42 回広島県医学検査学会抄録集を令和 7 年 1 月に発行した。 

・会報 Vol.53 No.2 として、令和 5 年度の活動記録を令和 6 年 9 月に発行した。 
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第２号議案 令和６年度決算報告 
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第３号議案 令和６年度監査報告 
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第４号議案 令和７年度事業方針案 

＜総括＞ 

今年度の事業も、必要に応じた現地開催、また迅速性や利便性の良い Web やハイブリッド方式も上手く

活用し、採長補短で以下の活動を行う。 

１） 会員資質向上と技師会組織の強化に努める。 

学術団体・職能団体としての事業を推進するため、学術誌「広島臨床検査」を継続発行する。 

入会促進を図る上で新入会会員に対して「日臨技啓発冊子」の配布を行うとともにウエブサイト等の情

報網を利用して組織強化に努める。広臨技主催の「リーダー育成講習会」は引き続き開催し地域、施設の

中核となる技師の育成を目指す。また今後の技師会活動を活性化するために若い技師を中心とした事業

を検討する。 

２） 臨床検査技師による医療、公衆衛生、社会的認知度を向上させる。 

エイズ・ピンクリボンキャンペーン、県からの委託事業としてエイズ日曜検査などの公益活動を実施す

る。また、「検査と健康展」や市民公開講座の開催などを通じて社会的認知度を向上させる。 

３） 精度管理、標準化、検査データの共有化事業を推進する。 

行政および関連団体、特に広島県医師会との連携強化を図り、精度管理事業を推進することにより各施

設の検査室や地域医療に貢献する。 

４） 災害などの対応強化を図る 

昨年度、広島県と災害発生に備えた「広島県災害時公衆衛生チームの協力」に関する協定書を締結した。

引き続き、自然災害や感染症などが発生した場合の「災害対策マニュアル」を作成する。 

５） 臨床検査技師養成教育の変更に対応する。 

臨床検査技師養成や教育研修制度等の変更に伴い、臨地実習指導者講習会の開催を支援する。 

６） 厚生労働大臣指定タスク・シフト／シェア実技講習会の開催 

新たに臨床検査技師に認められた 8 業務の実技講習会を昨年度に引き続き今年度も適宜開催する予定で

ある。 

７） 2025 年度 第 43 回広島県医学検査学会を開催 

2026 年 1 月 31 日（土）2 月 1 日（日）に広島地区が担当で開催予定である。 

実行委員会を設置し準備を行っている。 

 

＜事務局＞ 

１） 事務局体制の維持と管理 

・事務局運営規定に則り業務を遂行する。 

・日臨技総合情報システム（JAMTIS）を利用し会員情報の維持・管理を行う。 

・新着情報、その他各種情報の即時発信に努める。 

２） 技師会活動の連携体制を維持 

・各部の円滑な運営に協力するとともに、日臨技と連携を図り共同事業の円滑な開催を支援する。 

・ZOOM を利用した Web 研修会、会議、学会等の円滑な開催が可能な環境を維持する。 

３） 常務理事会および理事会の開催 

・常務理事会を 12 回（原則的に毎月第１木曜日）、理事会を 4 回以上開催する。 
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４） 定期総会の開催 

・定款の規定に基づき、総会を年 1 回開催する。 

・電磁的議決権行使を実施する。 

５） 新春祝賀会の開催 

・会員・賛助会員と役員の親睦や情報交換を目的として開催する。 

６） 情報システムの管理と情報発信 

・Nextcloud を使用した文書及びデータの保存を推進し、機密性・安全性強化を図る。 

・OA 機器の円滑な運用の推進、ソフトウェアの統括的な管理を行う。 

・ウエブサイトや広臨技通信を利用して会員へ円滑な情報提供を行う。 

・ホームページをリニューアルし、会員へ引き継ぎタイムリーな情報を届けるよう努める。 

・ウエブサイトの安定的な運用のための教育、人材育成に努める。 

７） 災害対応マニュアルの作成 

８） グレイスビルの老朽化に伴う、今後の事務所の維持問題を検討する。 

 

＜学術部＞ 

１） 日本臨床衛生検査技師会の学術組織設置要網に準じて 9 部門体制で活動を行う。 

生物化学分析部門、臨床一般部門、臨床血液部門、臨床微生物部門、輸血細胞治療部門、 

病理細胞部門、染色体・遺伝子部門、臨床生理部門、臨床検査総合部門 

２） 学術部門の活動 

以下の成果達成に向け企画を考案する。 

 臨床に役立ち、良質な検査室づくりに寄与できる臨床検査技師育成を支援する。 

 会員の生涯教育を目的に現地や WEB で研修会、講習会を開催する。 

 各種認定および資格の取得へ向けて情報提供と支援を行う。 

 日臨技が開催する学会、研修会を支援する。 

 各部門における学術研究、疫学調査の推進および支援を行う。 

 賛助会員への学術支援の要請、協力体制の継続を図る。 

３） 生涯教育講座の開催 

生涯教育委員会を中心に年間 4 回の生涯教育講座を開催する．講座ごとの参加登録とし、参加機会向上のた

め LIVE 配信とオンデマンド配信を継続する。 

４） 広島県医学検査学会の開催 

第 43 回広島県医学検査学会（広島地区）の開催を支援する。 

５） 精度管理事業 

広島県医師会共催の精度管理事業は精度管理委員会を中心に実施・分析評価を行い、各施設の精度管理向上

に寄与するとともに行政及び関連団体との連携強化も推進する。 

６） 会員の業績向上への支援 

学術誌編集委員会は学術団体としての事業を推進し、学術誌「広島臨床検査」の継続的発刊を行う．県学会

の発表および論文投稿の推進、査読などを含め会員の業績を積極的に支援し人材育成に努める。 
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＜経理部＞ 

公認会計士の指導のもと経理事務体制を維持し、一般社団法人に適用する会計基準で会計処理を行う。

当技師会の各部局、各地区の運営及び学会・研修会等の活動が円滑に行えるよう、財政面から支援す

る。 

各事業の申請額と前年度実績から予算案を策定した。 

１）令和 7 年度の収支予算書（案）と事業別の収支予算書（案）を作成した。 

収支予算書 

事業活動収入 

事業活動収入計は 2314 万 7500 円とする。前年度予算と比較すると 43 万 7000 円増とする。 

主な収入である会費収入は正会員会費 1900 人 1330 万、賛助会員会費 66 社 198 万を見込む。 

事業収入は 648 万で公益受託事業は令和 6 年度から新興感染症対策事業（広島県）の受託が始まり

40 万円増の 298 万円、広島県医学検査学会事業収入 40 万円、広報事業収入 50 万、表彰・祝賀会

事業収入 260 万円を見込む。 

補助金等収入は 137 万で主な収入は日臨技公益事業助成金収入 50 万、日臨技研修助成金収入 77 万

である。 

事業活動支出 

事業費支出は 1722 万 6000 円とする。前年度予算と比較すると 7 万 8 千円減となる。 

主な支出は公益受託事業費支出 439 万 5000 円、広島県医学検査学会事業費支出 192 万 2000 円、

学術事業費支出 380 万円、組織運営事業費支出 196 万円、広報事業費支出 141 万 1000 円、表彰・

祝賀会事業費支出 347 万 8000 円。 

管理費支出は 660 万円である。 

事業活動の収支差額は 67 万 8500 円の赤字予算である。 

また、特定資産取得支出として、事務所維持特定預金取得支出 100 万円を準備する。 

２）令和 7 年度も継続して会計事務の簡素化を行う 

 

＜渉外・法規部＞ 

１）公益事業の開催 

・エイズキャンペーン、ピンクリボンキャンペーン、がん検診へ行こうよ、県民フォーラムなど公共団

体が実施する保健事業に協力し、県民の健康・福祉の増進を目的とした講演会開催など公共事業の拡

大と推進を図る。また会員ボランティアの組織づくりを行う。 

２）全国「検査と健康展」の開催 

・日臨技から都道府県技師会へ「臨床検査に関する正しい知識の普及・啓発、国民の健康づくりや生活

習慣病の早期発見への意識高揚を図ること、特に、臨床検査技師の未来に繋がる内容として、小中高

生などの若い世代を中心とした国民の皆様に、臨床検査および臨床検査技師のことを知っていただく

ための企画を盛り込んだ開催内容の検討をするように」との協力依頼があった。 

・開催予定：10 月 25 日(土) 紙屋町シャレオ中央広場 

３）各種表彰推薦 

・会員及び各理事の協力を得て、対象者の表彰に対応する。 
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４）無料職業紹介事業 

・広臨技ウエブサイトを利用し、臨床検査技師に職業紹介を行う。 

５）広島県エイズ日曜検査事業および相談事業（広島県からの委託事業） 

・日曜検査事業は、HIV 検査をより多くの県民が受けやすい環境を作るため、無料匿名による検査を毎

月第 3 日曜日（6・12 月は第 1・3 日曜日）に県立広島病院にて実施する。 

・日曜相談事業は、正しい知識の普及、県民の不安の解消、患者・感染者に対する偏見の排除および日

曜検査の予約を実施する。 

６）その他渉外、法規、厚生に関すること 

・臨床検査技師の地位向上と、業務拡大などを目指して法改正運動などを後押しするために、連盟加入

の促進に努める。また、一般市民に対して臨床検査技師の紹介を実施する。 

 

＜組織調査部＞ 

１）地区活動 

 ・会員相互の親睦のためのイベントやレクリエーションを開催する。 

 ・各地区において、生涯教育研修の計画、地域保健事業などの活動へ参画し、実施する。 

２）組織力の強化 

・技師会への入会促進や新入会員オリエンテーションを開催し、臨床検査技師としての意識向上を図

る。 

・県学会で「会員のための情報交換会 集まれ広臨技」を開催し、広臨技や日臨技の情報提供・交換

を行う。 

 ・日臨技主催の地域ニューリーダー育成研修会に参加した会員を中心に、経験年数 10 年から 20 年の

臨床検査技師を対象とした「広島県リーダー育成研修会」を開催し、技師会や組織内でのリーダー

シップを発揮できる人材の育成を図る。 

３）会員への支援活動 

 ・会員専用の情報配信ツール（メーリングリスト、広臨技通信など）での支援を行う。 

 

＜広報部＞ 

１）速報の発行（継続事業） 

・昨年度同様、速報 PDF 版を毎月 1 回発行し、広臨技ウエブサイトからダウンロードできるようにす 

る。 

・公益事業をはじめとする事業活動報告や研修会の案内、理事会報告などの技師会活動や医療、検査に

関する情報をタイムリーに提供できるように努める。 

２）学術誌「広島臨床検査」の発行（継続事業） 

・学術誌「広島臨床検査」の広告募集をサポートし、学術誌「広島臨床検査 Vol.14」を当会会誌とし 

て年 1 回発行する。 

３）会報の発行（継続事業） 

・年間の技師会活動をとりまとめることを主体に当会活動記録 Vol.54  No.2 として、また「第 43 回 

広島県医学検査学会抄録集」Vol.55 No.1 として、年 2 回発行する。 
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４）広臨技ウエブサイトと情報発信（継続事業） 

・事務局、ウエブサイト委員会、情報システム委員会と協力し、広臨技ウエブサイトの機能を利用し、 

会員向け情報を充実させ、継続して発信していく。 
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第５号議案 令和７年度予算案 
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